
１　計画の策定体制と組織

　委員長
　副委員長
　委員

事務局
（子育て支援課）

酒田市子育て支援推進委員会
(調整会議と同じ位置付け)

＋
ワーキンググループ

庁内関係部長会議
（政策会議と同じ置付け）

酒田市子ども・子育て会議

［委員 ２０人］

①子どもの保護者

②子ども・子育て支援関係事業従事者

③子ども・子育て支援関係学識経験者

④その他市長が認める者

二役説明
（庁議と同じ位置付け）

計画決定

議 会

計画素案の
提案・意見

計画素案への
意見・提案

計画素案の検討

諮 問
計画素案策定

計画案の提案

報告（随時）

現状分析

課題整理
↓

計画素案編成

意見（随時）

　委員長 　健康福祉部長

　副委員長 　健康福祉部福祉課長

　委員 　総務部総務課長

　総務部財政課長

　企画振興部政策推進課長

　市民部まちづくり推進課長

　市民部文化スポーツ振興課長

　健康福祉部健康課長

　建設部建築課長

　建設部都市計画課長

　農林水産部農政課長

　商工観光部商工港湾課長

　教育委員会管理課長

　教育委員会学校教育課長

　教育委員会社会教育課長

　教育委員会図書館長

　消防本部予防課長

　事務局長 　健康福祉部子育て支援課長

答 申
計画素案に対する

意見、審議
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２ 酒田市子ども・子育て会議委員名簿 

（敬称略） 

区分 団体名等 氏名 備考 

１
号
委
員 

子
ど
も
の
保
護
者 

酒田市 PTA 連合会 

 

小林 充 

佐々木 秀幸 

～平成 26 年 6 月 26 日 

平成 26 年 6 月 27 日～ 

酒田市法人保育園保護者会連合会 

 

五十嵐 淳 

池田 郁雄 

～平成 26 年 5 月 21 日 

平成 26 年 5 月 22 日～ 

酒田地区私立幼稚園 PTA 連合会 

 

藤井 秀一 

石垣 秀勝 

～平成 26 年 6 月 26 日 

平成 26 年 6 月 27 日～ 

酒田特別支援学校 PTA 前田 英樹  

公募委員 赤松 公子  

公募委員 北谷 加奈  

２
号
委
員 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
従
事
者 

特定非営利活動法人がくほれんwith酒田 佐藤 義朗 副会長 

酒田市法人保育園協議会 近藤 浩司  

酒田市私立幼稚園連合会 山口 龍二  

特定非営利活動法人にこっと 石垣 直美  

酒田市子ども会育成連合会 宮田 浩一  

酒田市自治会連合会 齋藤 一巳  

酒田市民生委員児童委員協議会連合会 加藤 武雄  

酒田市小学校長会 大通 雄治  

山形県庄内総合支庁子ども家庭支援課 武田 世津  

３
号
委
員 

学
識
経
験
者 

酒田地区医師会十全堂 大滝 晋介  

東北公益文科大学 武田 真理子 会長 

４
号
委
員 

市
長
が
認
め
た
者 

酒田商工会議所 岩間 奏子  

公益社団法人酒田青年会議所 櫛引 柳一  

連合山形酒田飽海地域協議会 村上 晃  

任期：平成 25 年 11 月 7日～平成 27 年 11 月 6日 

 



年 月 市議会 庁内会議 子ども・子育て会議

関係部長会議（1/29）

答申（3/16）

4月

Ｈ26年度第1回ＷＧ（4/22）、
Ｈ26年度第1回推進委員会（4/30）
　・子育て支援行動計画（後期計画）の
　　中間評価、子ども・子育て支援事業
　　計画の骨子（案）

３　計画の策定経過

Ｈ25

11月 民生常任委員協議会（11/28）
　・子ども・子育て支援事業計画に
　　ついて

Ｈ25年度第1回会議（11/7）
　・新制度の概要、ニーズ調査の回収率、スケ
　　ジュール等について

12月

5月 民生常任委員協議会（5/29）
　・子ども・子育て支援新制度に係る
　　検討状況について

Ｈ26年度第2回ＷＧ（5/14）
　・子育て支援行動計画（後期計画）の
　　中間評価

Ｈ26年度第1回会議（5/22）
　・子ども・子育て支援事業計画の骨子（案）
　　について

6月

Ｈ26年度第2回推進委員会（6/20）
　・新制度に係る市基準（案）、量の見込
　　みの概算、子育て支援行動計画（後期
　　計画）の中間評価

Ｈ26年度第2回会議（6/27）
　・新制度に係る市基準（案）について

7月

8月

民生常任委員協議会、民生常
任委員協議会勉強会（8/21）
　・子ども・子育て支援新制度に係る
　　基準条例の制定について

Ｈ26年度第3回会議（8/7）
　・市子育て支援行動計画（後期計画）平成
　　25年度進捗状況について

9月
民生常任委員会（9/9）
　・子ども・子育て支援新制度に係る
　　基準条例の制定について

10月

11月
民生常任委員協議会（11/27）
　・子ども・子育て支援新制度に向け
　　た取り組み状況について

Ｈ26年度第3回推進委員会（11/6）
　・子ども・子育て支援事業計画の骨格、
　　量の見込みと提供体制の確保、利用

　　料金について

Ｈ26年度第3回ＷＧ（11/21）
　・子ども・子育て支援事業計画の構成、
　　具体的施策について

12月

Ｈ26年度第4回ＷＧ（12/11）、
Ｈ26年度第4回推進委員会（12/22）
　・子ども・子育て支援事業計画（案）に
　　ついて

Ｈ26年度第4回会議（12/25）
　・子ども・子育て支援事業計画（案）に
　ついて

Ｈ27

1月

2月

民生常任委員協議会、勉強会
（2/12）
　・市子ども・子育て支援事業計画
　　策定の進捗状況について
　・市子ども・子育て支援事業計画
　　（案）について

Ｈ26年度第5回会議（2/5）
　・計画素案、答申（案）、計画のキャッチ
　　フレーズ及び愛称について

3月

　

Ｈ26

1月
Ｈ25年度第2回会議（1/23）
　・市子ども・子育て支援事業計画と国の基本
　　指針について

2月
民生常任委員協議会（2/14）
　・子ども・子育て会議の開催状況に
　　ついて

Ｈ25年度第1回ＷＧ（2/13）、
Ｈ25年度第1回推進委員会（2/16）
　・子ども・子育て支援事業計画の策定と
　　子育て支援行動計画（後期計画）の
　　中間評価

3月

Ｈ25年度第3回会議（3/20）
　・子育て支援行動計画（後期計画）の中間評
　　価、教育・保育の提供区域の設定、教育保
　　育の量の見込みについて

子ども・子育て支援新制度に係る市基準（案）に関する意見公募（7/9～7/28）

酒田市子ども・子育て支援事業計画（案）に関する意見公募（12/26～1/16）
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４ 酒田市子ども・子育て会議への諮問及び市への答申 

 

（１）酒田市子ども・子育て会議への諮問書 

 

（２）酒田市への答申書 

酒子発第 ７３８  号 

平成２５年１１月７日 

 

 酒田市子ども・子育て会議会長 様 

 

                        酒田市長 本 間 正 巳 

 

 

酒田市子ども・子育て支援事業計画の策定について（諮問） 

 

 

酒田市子ども・子育て会議条例第３条に基づき、下記の事項について、貴会議に諮問します。 

 

記 

 

酒田市子ども・子育て支援事業計画の策定について 

                               平成２７年３月１６日 

 

酒田市長 本 間 正 巳 様 

 

酒田市子ども・子育て会議 

                          会 長  武 田 真 理 子 

 

 

酒田市子ども・子育て支援事業計画の策定について（答申） 

 

 

酒田市子ども・子育て会議は、平成２５年１１月７日付け酒子発第７３８号にて諮問のあり

ました酒田市子ども・子育て支援事業計画の策定について、公募による子育て当事者を含め、

教育・保育・子育て等に関係する２０名の委員により活発な議論を重ねてまいりました。 

別紙のとおり審議結果を取りまとめましたので、成果品を添えて答申いたします。当会議とし

ては本答申を踏まえ、酒田市において十分な議論を行い、人口減少と少子高齢化の進行の中で

のより実効性の高い「酒田市子ども・子育て支援事業計画」を策定されるよう希望します。 

 

記 

 

成果品 

    １．酒田市子ども・子育て会議 まとめ 

    ２．酒田市子ども・子育て支援事業計画（素案） 
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（３）子ども・子育て支援 まとめ 

 

 

酒田市子ども・子育て会議 まとめ 

 

【計画の基本的な考え方と計画の方向性について】 

少子化の進行、家庭や地域を取り巻く環境の変化や酒田市の現状を踏まえ、第一に、

一人ひとりの子どもの健やかな成長としあわせの実現（子どもの最善の利益の実現）と

いう視点、そして第二に、人口減少に歯止めがかからない中、子どもとその家族が安心

して暮らせる魅力ある地域社会の形成という視点に基づき、子どもと保護者に必要な支

援をオール酒田で取り組む方法について議論を行いました。 

  計画素案では、子ども・子育て支援に関する取組の方向性を整理して示しています。

特に次のことについて、計画策定にあたって配慮されることを求めます。 

 

１．子どもの健やかな育ちを支えるために、必要な支援の量の確保と質の向上 

２．子どもの育ちの連続性を踏まえた、幼児期の教育・保育から小学校教育への円滑 

な接続 

３．障がいを有する児童、ひとり親世帯、貧困、児童虐待等の家庭環境に伴う課題を

抱える子どもが社会に出るまで切れ目のない支援を受けられるようにしていくため

の、関係機関の連携体制のさらなる強化 

４．子どもの成長発達に大切な乳児期の愛着形成ができるように、就労環境の改善と

親育ちの支援 

５．子育て支援の充実と事業主への働きかけの両面から環境整備の推進 

 

  

【計画の推進について】 

計画の進捗状況を毎年点検・評価し、個別の課題の整理やその解消に向けた検討を行

っていく必要があります。計画の推進にあたっては次のことに配慮されるように求めま

す。 

 

  １．子ども・子育て支援が市民全体の共通の課題として広く認識される必要があるの 

で、よりわかりやすい、市民への広報、周知 

２．市全体の取組とするため、保護者、子ども・子育て支援関連事業者、一般事業者、 

地域コミュニティが相互につながり、関係を拡げ、子どもの健やかな育ちと子育て 

支援も社会全体でわかち合うための機運の醸成 

３．『酒田でなら子育てができる』と誰もが思えるように、経済的支援等を踏まえた子 

育て環境の整備充実のための大胆な施策の検討 

  ４．計画推進のための担い手育成 



 

酒田市子ども・子育て支援事業計画 

平成 27 年（2015 年）3月 

                                
 

 発 行  酒田市 

〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目2番 45号 

電話 0234（22）5111（代表） 

Http://www.city.sakata.lg.jp/ 

酒田市健康福祉部子育て支援課 

E-mail kosodate@city.sakata.lg.jp 
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